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✿ 瀬川･石澄川に“花の散歩道"完成/住民＋府が協働、近く披露セレモニー
住民組織「瀬川 親水・散策の場をつくる会」(代表・川端さん）と河川管理者の大阪府（池田土

木事務所）とが、協働で進めてきた「石澄川(いしずみがわ)花の散歩道（長さ 63 ｍ）」の工事や植栽
がこのほど完了。完成した「散歩道」は、箕面の街の花とみどりの拠点の一つに・・。

５年前に地域のシンボルだった川沿いのセンダンの大木が治水面から伐採せざるを得なくなり、

「新シンボルを」と住民と府とが取り組んできた成果。

この「散歩道」は、① 川辺の大木を保全、② 雨水が

しみ込む透水性など人や自然にやさしい真砂土舗装（土
ま さ ど

を固めた舗装）、③ お花満開の植栽帯の設置などが特色

です。植栽帯にはクルメツツジ・パンジーなどの花木・

草花が植えられ、心地よい散策の場にふさわしいハイレ

ベルの庭園風になると期待されます。

上記の住民組織のもと「石澄川花の散歩道の会」（代

表・谷田さん）が生まれ、府のアドプト・リバー制度に

基づき「散歩道」の今後のお世話を・・。

お花が咲くこの春に、披露（オープン）セレモニーを

予定。

✿ 第３期「箕面･花とみどりの学校」スタートへ
「箕面・花とみどりの学校」（運営委員長 兼 校長・甲角(こうすみ)さん）は、

このほど生徒さんの募集を終え、第３期「園芸基礎コース」を２／２３～７

月の予定でスタートさせます。

１１月下旬から生徒さんの募集を始めましたが、年末年始を挟んでいたこ

となどから応募が進まず、年明けから努力を強めた結果、１月半ばから応募

が大幅に増え２月初めには定員オーバーへ（３４人）。これの主因は、①関係

者によるＰＲや働きかけの強化、②市内の一部でのちらしの地域ポスティング、③「朝日」などの

新聞が紹介してくれたこととみられます。

【コメント】「NPO 花とみどり」などが、現在、取り組む行政助成依存からの脱却を目指す“花とみどりの取組の攻勢

”の目玉の一つが第３期の「学校」の自己資金によるスタートでしたが、とりあえずはうまく進み出しました。

✿ ２／２４「箕川・梅まつり」開く
この２／２４（日）の午前に、市の東部の帝釈寺のそばを流

れる箕川（みのかわ）沿いで「梅まつり」が開催されます。

主催は住民組織「箕川・水とみどりの会」で、府のアドプト

・リバー制度に基づき、河川清掃やホタルの保護などに加え、

１２年前から川沿いに住民の手で梅を記念樹として植え、今で

は１ｋｍ近くの のどかな並木の小道に・・。

当日は川沿いの小公園「外院の里 西遊園」で甘酒が先着 100 人に・・。 ↑ 箕川の様子（以前）

“東の箕川＆西の瀬川”で、住民による憩いの川辺の道づくりが進んでいます。



✿ 外来魚の「報告会」盛況／生きもの会議 ～才が原池･木戸が池で調査
「生きもの会議」（代表：石田さん）は、箕面山中の山紫水明の池にもかかわらず、ブルーギルなど

外来種天国の「才ヶ原池は元に戻るのか」をテーマに、釣

りや捕獲籠（あなご籠）による調査に基づき「報告会」を

開催（2/2）。参加者は４０人余りで、盛況でした。
滋賀県立琵琶湖博物館・学芸員の中井さんが講演。「問題

外来種の根絶(完全駆除)だけでなく、抑制(生息数減少)も有

効」と柔軟で現実的な対応の大切さなどを提唱。

会場からは、「ブルーギルを

食べて（減らして）はどうか」

など多くの質問・意見が・・。中井さんは「ブルーギルはおいしいと言

われる(外来魚の)ブラックバスよりも“おいしい”」と賛意。

また「生きもの会議」は、市内かやの中央地区の木戸が池緑地のそ

釣ったブルーギル(若藤さん)↑ うじなどを行うボランティア組織「公園・緑地魅力アップ委員会」と連

携、ビオトープ池づくりなど自然性向上へ向けて木戸が池の外来種調査を実施中。

さらに同｢会議」は、今後、新方法として水に溶けた（分散した）魚の糞などに含まれるＤＮＡから、

在来種・外来種を含め池などの生息動物の種類＆量を丸ごと把握する「環境DNA調査」も試みる予定。

✿ 桜枯れなどの外来カミキリ虫 激甚被害地･南大阪 視察
数年前から日本各地に上陸し、桜・梅・桃などを枯らす「外来カミキリ虫（クビ

アカツヤカミキリ（首赤艶髪切り虫）・特定外来生物）」の大阪での激甚被害地・南

大阪を、ＮＰＯ花とみどり事務局がナラ枯れ被害防止グループ（NPO山麓委員会）
とともに視察（堺市の美原木材団地（初侵入地？）や富田林市のゴルフ場。11/16）。
「外来カミキリ虫」は繁殖力が旺盛で、既に大阪市南端に北上、北大阪や箕面な

どへも数年以内に到達の可能性が・・。

埼玉県HPから↑ 「ＮＰＯ花とみどり」などでは、箕面への被害防止へ向け検討中。

✿ “たねダンゴ”の初年の配布数＝１,５００個 ・・実行委員会
新しい園芸手法として期待される“たねダンゴ”

について、「NPO 花とみどり」のバックアップのもと
「たねダンゴ実行委員会」（責任者・上尾さん）が取

り組み初年の２０１８年（7 ～ 11 月）に、ダンゴづ
くり体験などを通じて配布した数は１,５００個余

（1,532 個｡子ダンゴベース｡募金額 76,600 円。同実行
委発足(9月)前を含む）になりました｡
取組は、箕面を中心に西小・万博公園など６会場

・延べ６日半行われました。

同実行委は近く会合を開き今後の方向を打ち出す

予定ですが、“たねダンゴ”づくりが「新しい・珍し

い・楽しい」だけでなく、開花が「美しい」など緑

花面での効果を示すことなどが期待されます。 ↑草原に咲く“たねダンゴ”(サカタのタネHPから)

【連絡先】NPO花とみどり（ＮＰＯ法人花とみどりの街づくり・箕面）
〒562-0013 箕面市坊島4-5-20 市立みのお市民活動センター内

☎：090-4901-6693Ｅﾒｰﾙ: hana.midori.minoh@gmail.com
HP『みどりの街みのお』/facebook ﾍﾟｰｼﾞ『見て見て！箕面のお花！』


